
3/21(水・祝)「すべてのくらしは憲法２５条から第２回埼
玉集会」のお知らせ
国は、社会保障・社会福祉を｢自己責任｣や｢地域の支え合い｣にすりかえて医療、年金、介護、障害、保育、生活保護などの諸制度を後
退させています。

誰もが安心して、人間らしく生きることのできる社会のためには、憲法25条にもとづく公的責任を、国に果たさせていく必要があります。

私たちのくらしに何が起こっているのかを共有し、つながり、仲間をふやし、みんなで声をあげていきましょう。

 

◆日時
２０１８年３月２１日（水・祝）１３時３０分～１６時３０分
（開場：１２時３０分）※１２：４５より記録映画「人間裁判」上映

◆会場
埼玉会館小ホール　←クリックすると地図が出ます。

◆内容
・基調講演「すべてのくらしは憲法２５条から」
　木村草太教授（首都大学東京大学院教授）

・リレートーク「いま、私たちのくらしの実態は」

◆申込方法
事前申込不要
※手話通訳・筆記通訳あります

◆参加費
無料

◆主催
25条埼玉集会実行委員会

◆後援
埼玉弁護士会・埼玉司法書士会

◆お問い合わせ

https://saitamasogo.jp/archives/71269
https://saitamasogo.jp/archives/71269
http://www.saf.or.jp/saitama/access/
http://www.saf.or.jp/saitama/access/


飛鳥井司法書士事務所　司法書士　飛鳥井行寛
TEL: 048-771-8690、FAX: 048-776-6081

◆カンパ受付口座
埼玉りそな銀行　桶川支店　普通：4654349　 名義：25条埼玉実行委員会

 

PDFはこちら⇒25条第2回埼玉集会

3/23反貧困ネット埼玉講演会「いま、本当に求められる
『無償化』」政策を考える
反貧困ネットワーク埼玉主催の講演会のご案内です。お気軽にご参加ください。

反貧困ネットワーク埼玉講演会2018
「いま、本当に求められる 「無償化」政策を考える ―「義務教育の無償性」をめぐる法的問題―」
講師：高橋哲さん（埼玉大学教育学部准教授）

【日時】3/23（金）18:30～　講演会　19:30～　質疑応答など
【場所】埼玉総合法律事務所　３階大会議室
　　　　JR「浦和駅」西口より徒歩約10分
　　　　アクセス→https://saitamasogo.jp/access

事前予約不要・参加費無料

＜講師プロフィール＞
高橋哲（たかはし さとし）さん
埼玉大学教育学部准教授：博士（教育学）
現在、主に日本とアメリカの教育法に関する比較研究をおこなっている。著書に、『現代米国の教員団体と教育労働法制改革―公立学校教
員の労働基本権と専門職性をめぐる相克―』（風間書房、2011）、『公教育の無償性を実現する―教育財政法の再構築―』（共著、大
月書店、2012年）など。

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/03/18c3324d61ea3ae494f3dcafec981678.jpg
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/03/0dfce34aab1c12ebb134489ec90ce08d.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/71238
https://saitamasogo.jp/archives/71238
https://saitamasogo.jp/access


3/10(土) 映画「日本と再生」上映会開催・割引前売券の
お知らせ

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/03/edafcf4f19b7a7b3049d2965e7c7e920.png
https://saitamasogo.jp/archives/71117
https://saitamasogo.jp/archives/71117


福島原発事故で故郷を追われ埼玉県に避難した被災者は、現在も4000名以上を数え、うち99名が2017年3月、国と東電を被告と

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/02/nihonnto.jpg


する損害賠償請求訴訟「福島原発さいたま訴訟(福彩訴訟)」を提訴しました。福島原発関連の損害賠償訴訟は全国で30件が提訴され、
原告は約1万2000人。2017年には群馬訴訟、福島訴訟で国と東電の責任が明確に断罪されました。私たちは毎春、被害の実態と被
災者の想いを知っていただきたく上映会と原告の声を聞く集いを開催しています。
今回上映する『日本と再生』は、法定と映画で反原発を訴えてきた河合弘之弁護士の最新作。「原発はダメということはわかった。ではど
うすればいいのか」という声に応えるために、満を持して制作した作品です。老朽化した施設と技術にすがり原発再稼働にこだわる日本を
尻目に、世界の潮流は、自然エネルギーにシフトし、あらたな産業と雇用を生み出しています。舵を切るのはいま！　希望と力の湧いてく
る映画です。ぜひお集り下さい。

◆日時
2018/3/10(土) 13:30 開場 13:45 開演
上映終了後に、福島原発さいたま訴訟 原告・弁護団からのアピールがあります。(予定)

◆会場
さいたま市産業文化センター
〒338-0002
埼玉県さいたま市中央区下落合5-4-3
TEL 048-854-0486

◆アクセス
【電車】
JR埼京線「与野本町」駅 東口より徒歩7分
JR京浜東北線「与野」駅 西口より徒歩15分
【駐車場】
有料28台

◆料金
999円　前売800円

※埼玉総合法律事務所受付でも、前売券（800円）をお渡しできます。
購入される方は、必ず事前にご連絡ください。（☎048-862-0355)

◆上映作品
『日本と再生』
2017年作品／上映時間 100分
監督 河合弘之さん(弁護士)
企画・監修 飯田哲也さん(環境学者)
音楽 新垣隆さん
エンディングテーマ 坂本龍一さん

https://www.saitama-sbc.com/


◆主催
『日本と再生』上映実行委員会

◆協賛団体
原発事故責任追求訴訟埼玉弁護団、埼玉西部・土と水と空気を守る会、震災支援ネットワーク埼玉、生活クラブ生協埼玉、全国福島県人友
の会、福島原発さいたま訴訟を支援する会

◆お問い合わせ
090-5406-6100（森）
048-829-7400（SSN・愛甲）

2/23（金）講演会「ブームが去った今、貧困報道の当事者た
ちが考えていること」
反貧困ネットワーク埼玉講演会2018
「ブームが去った今、貧困報道の当事者たちが考えていること」
講師：水島宏明さん（ジャーナリスト・上智大学教授）

〇日時：2/23（金）18:30～　講演会
19:30～　質疑応答など
〇場所：埼玉総合法律事務所　３階大会議室
JR「浦和駅」西口より徒歩約10分
アクセス→https://saitamasogo.jp/access

事前予約不要・参加費無料

〇講師プロフィール
水島宏明さん
ジャーナリスト・上智大学教授（テレビ報道）
1957年生まれ。東大卒。札幌テレビで生活保護の矛盾を突くドキュメンタリー『母さんが死んだ』や准看護婦制度の問題点を問う『天
使の矛盾』を制作。ロンドン、ベルリン特派員を歴任。日本テレビで「ＮＮＮドキュメント」ディレクターと「ズームイン！」解説キャス
ターを兼務。『ネットカフェ難民』の名づけ親として貧困問題や環境・原子力のドキュメンタリーを制作。芸術選奨・文部科学大臣賞受賞。
2012年から法政大学社会学部教授。2016年から上智大学新聞学科教授。近著に「内側から見たテレビーやらせ・捏造・情報操作の

http://soilandair.web.fc2.com/
http://saitama.seikatsuclub.coop/
http://www.saitamaken-npo.net/database/kyoudou/group.php?mode=detail&id=141211105400
http://www.saitamaken-npo.net/database/kyoudou/group.php?mode=detail&id=141211105400
http://fukusaishien.com/
https://saitamasogo.jp/archives/71158
https://saitamasogo.jp/archives/71158


構造ー」（朝日新書）

なお、イベント当日は講演会のあとに同じ会場で、反貧困ネットワーク埼玉の２月定例会を開催いたします。当団体での活動に興味ある方
はこちらも参加することは可能ですのでご検討くださいませ。

http://antipovertynetsai.blog.fc2.com/blog-entry-21.html

http://antipovertynetsai.blog.fc2.com/blog-entry-21.html


http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/02/c089f42615e962a552ac2acf3f864591.png


2/28(水)「労働時間法制を考える院内市民学習会」開催の
お知らせ
日弁連が「労働時間法制を考える院内市民学習会」を開催します。長時間労働が広がる恐れなど、現在、国会で議論されている「働き方改
革」の問題点について考えます。是非、ご参加ください。

詳細は→　こちら

◆日時
２０１８年２月２８日（水）　１８時００分～１９時４５分（１７時３０分開場予定）
◆会場
衆議院第二議員会館１階 多目的会議室
（【最寄駅】地下鉄丸ノ内線・千代田線『国会議事堂前』駅、地下鉄有楽町線・半蔵門線・南北線『永田町』駅）
◆参加人数
定員１４０名
◆内容
１　来賓挨拶
２　日弁連からの報告
３　基調講演　川人　博　弁護士（東京弁護士会）
４　当事者・会場からの発言
５　取材に基づく現場報告　東海林 智 氏（毎日新聞記者）
◆申込方法
事前申込要
※事前にＦＡＸにてお申込みください（ＦＡＸ　０３－３５８０－２８９６）

チラシ兼申込書

＜趣旨＞
政府は、２０１３年６月１４日に、「日本再興戦略」と「規制改革実施計画」を閣議決定して以来、労働法制全般の規制緩和を進め、本年
の通常国会において、労働基準法改正法案を含めた「働き方改革関連法案」が提出される見通しです。

労働基準法改正法案は、長時間労働の実効的な抑制策が曖昧なままに、一定の労働者について、使用者による労働時間管理義務を免除し、
かつ、いわゆる残業代の支払さえも免除しようとするものであり、経済的負担により長時間労働を間接的に抑制しようとしてきた我が国の
労働時間規制の歴史に逆行するものです。労働法制の行き過ぎた規制緩和は、労働者の権利確保の観点から極めて問題が多いと言えます。

https://saitamasogo.jp/archives/71141
https://saitamasogo.jp/archives/71141
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2018/180228.html
https://www.nichibenren.or.jp/library/ja/event/data/2018/event_180228.pdf


日本弁護士連合会は、２０１６年１１月２４日付け「『あるべき労働時間法制』に関する意見書」等を公表し、労働者の命、生活および健
康を維持するため、労働時間規制の安易な緩和を進めないよう繰り返し求めてきたところです。本学習会では、みなさんと一緒に「あるべ
き労働時間法制」について考えたいと思います。
ぜひご参加ください。

◆参加費
無料

◆主催
日本弁護士連合会

◆お問い合わせ
日本弁護士連合会　人権部人権第一課
ＴＥＬ：０３－３５８０－９５０１

 

https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2018/180228.html


 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/02/8f46b3a355504fe087810d8dfb051f41.jpg


PDFはこちら⇒労働時間法制を考える院内市民学習会　ちらし

 

2/27（火）「韓国に学ぶ生活困窮者の就労支援」シンポジウ
ムのお知らせ
日弁連が、２月２７日、「韓国に学ぶ生活困窮者の就労支援」シンポジウムを開催します。当事務所の猪股正弁護士も、調査団のメンバー
です。是非、ご参加ください。

詳細は→　こちら

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/02/e63690a5de317196cffff417dbf49e62.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/71124
https://saitamasogo.jp/archives/71124
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2018/180227.html


近年、我が国では、「第２のセーフティネット」として、求職者支援法や生活困窮者自立支援法が制定・施行され、一般労働市場の就労に

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/02/54d681e5ead4030699c3c2c55ad779a7-1.jpg


困難を抱えている生活困窮者に対して、さまざまな支援が実施されるようになっています。

一方、韓国では、国民基礎生活保障法、社会的企業育成法、協同組合基本法の制定等により、公的扶助の受給者や脆弱階層の就労の場とし
て、自活企業、社会的企業、社会的協同組合等の受け皿づくりが進められてきました。近時は、雇用支援センターに他の支援機関を併設さ
せ、ワンストップの相談支援を広げています。

日本弁護士連合会は２０１７年３月下旬に韓国調査を実施し、韓国の生活困窮者に対する就労支援に関わる行政機関や民間団体等を訪問し、
韓国における就労支援の仕組み、就労支援の内容等を聴取しました。

今回のシンポジウムでは、当本部委員による韓国調査の報告、韓国の貧困問題に詳しい研究者からの報告および地域課題から仕事づくりを
進めてきた団体からの報告を踏まえ、韓国と比較しながら、我が国における生活困窮者の就労支援の課題を確認し、今後の政策提言につな
げる場としたいと思います。
ぜひご参加ください。

日時 ２０１８年２月２７日（火）　１８時００分～２０時００分 （開場１７時３０分予定）

場所 弁護士会館１７階１７０１会議室 会場地図
（千代田区霞が関１－１－３　地下鉄丸ノ内線・日比谷線・千代田線　「霞ヶ関駅」Ｂ１－ｂ出口）

参加費 無料

参加対象・人数 どなたでもご参加いただけます。

内容

プログラム（予定）
◆基調報告・パネルディスカッション（１００分）
五石　敬路 氏（大阪市立大学大学院創造都市研究科准教授）
田嶋　康利 氏（日本労働者協同組合連合会専務理事）
邊　公律 弁護士（日弁連貧困問題対策本部委員）

◆質疑応答 チラシ (PDFファイル;274KB)

申込方法 事前申込不要（当日会場にお越しください）

主催 日本弁護士連合会

お問い合わせ先
日本弁護士連合会　人権部人権第一課
ＴＥＬ　０３－３５８０－９５０１

 

http://www.nichibenren.or.jp/jfba_info/organization/map.html
https://www.nichibenren.or.jp/library/ja/event/data/2018/event_180227.pdf


2/26(月)「生活保護基準引下げ問題を考える緊急院内集会」
のお知らせ
全国各地で生活保護基準引下げの撤回を求める違憲訴訟が続いている中で、再度、生活保護基準が引き下げられようとしています。「生活
保護基準引下げ問題を考える緊急院内集会」（日弁連主催）が開催されますので、是非、ご参加ください。

詳細は→　こちら

https://saitamasogo.jp/archives/71122
https://saitamasogo.jp/archives/71122
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2018/180226.html


PDFはこちら⇒生活保護基準引下げ問題を考える緊急院内集会　チラシ

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/02/event_180226-001.jpg
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生活扶助基準を最大５％引き下げ、年間１６０億円を削減する予算案が、現在国会で審議されています。
基準額が上がる世帯もあるものの、都市部の単身世帯等を中心に約７割の世帯が引下げとなり、児童養育加算（３歳未満）や母子加算が減
額されるなど、子どものいる世帯にも大きな影響がある内容となっています。

多くの低所得者施策の基準とも連動する「ナショナル・ミニマム」である生活保護基準の相次ぐ引下げに対しては、日本弁護士連合会だけ
でなく多くの専門職団体等も反対の声をあげています。何が問題か、問題意識を共有するために院内集会を開催します。

多くのご参加をお待ちしています。

 

◆日時
２０１８年２月２６日（月）１１時３０分～１４時００分（開場予定：１１時００分）

◆会場
参議院議員会館Ｂ１０７号室
（【最寄駅】地下鉄丸ノ内線・千代田線『国会議事堂前』駅、地下鉄有楽町線・半蔵門線・南北線『永田町』駅）

◆参加対象
定員１００名

◆内容
①基調講演（「２０１８年度生活保護基準引下げ、なにが問題か。」）
岩永理恵氏（日本女子大学准教授）

②当事者の方々の声

③諸団体（日本司法書士会連合会、日本精神保健福祉士協会、日本社会福祉士会、ＮＰＯ法人自立生活サポートセンター・もやい、他）か
らのリレートーク　　など

◆申込方法
事前申込要
※事前にＦＡＸにてお申込みください（ＦＡＸ　０３－３５８０－２８９６）

チラシ兼申込書

◆参加費
無料

https://www.nichibenren.or.jp/library/ja/event/data/2018/event_180226.pdf


◆主催
日本弁護士連合会

◆お問い合わせ
日本弁護士連合会　人権部人権第一課
TEL 03-3580-9857

2/24 (土)シンポジウム「首都圏避難者の孤立を防げ」&
交流広場のお知らせ

https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2018/180226.html
https://saitamasogo.jp/archives/71108
https://saitamasogo.jp/archives/71108


ＰＤＦはこちらから

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/02/45c8d4813c8025c7912488b501d73187.jpg
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/02/0042dca34196c5186117622940cfd256.pdf


震災支援ネットワーク埼玉と早稲田大学人間科学学術院では発災当初より、避難⽣活の総合的な現状把握を行い、その時々の支援のあり方
を検討するための大規模アンケート調査を継続実施しています。
これまでのアンケート調査では、およそ半数の方にPTSD(⼼的外傷後ストレス障害)の可能性があるほどの精神的苦痛を抱え続けてい
ることが判明しています。
今年のアンケート調査概要を含め、この精神的苦痛の要因、取り巻く環境・状況、さらには避難者の生活再建に向けての課題と、その解決
のために、地域、社会でどのような取り組みをしていくべきかを探ってまいります。ぜひお越し下さい。
また、被災された方同士の交流広場として教室を開放しています。出入り自由です。お菓子、お飲物、支援資料等をご用意しております。
お子様とひとやすみの休憩場所としても参加者同士のおしゃべりの場所としても避難ママ友づくりの場としてもご自由にご利用ください。

当日は、当事務所の弁護士　猪股　正がパネリストとして参加いたします。

◆日時
2018/2/24(土) 14:00～17:30
＊13:30開場

◆会場
早稲田大学 早稲田キャンパス
３号館 ７０１教室 シンポジウム
３号館 ７０２教室 交流広場
〒169-8050 東京都新宿区西早稲田1-6-1

◆アクセス
【電車】
JR山手線「高田馬場」駅より徒歩20分
西武鉄道 新宿線「高田馬場」駅より徒歩20分
地下鉄東京メトロ 東西線「早稲田」駅より徒歩5分
副都心線「西早稲田」駅より徒歩17分
【バス】
都バス 学02（学バス） 高田馬場駅 –「早大正門」
都バス「早稲田停留所」
【都電】
荒川線「早稲田」駅より徒歩5分

◆シンポジウム内容
【第1部】
・首都圏避難者支援の現場から
・首都圏避難者状況調査より－早稲田大学ワーキンググループから―
【第2部】

https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://www.waseda.jp/top/access/waseda-campus


・生活再建への困難な道のり－避難当事者の声－
【第3部】
リレートーク～首都圏避難者の孤立を防げ～
モデレーター
辻内　琢也
（早稲田大学人間科学学術院 教授・心療内科医・早稲田大学災害復興医療人類学研究所 所長）
パネリスト
猪股　正　（震災支援ネットワーク埼玉 代表・弁護士）
森川　清　（東京災害支援ネット 代表・弁護士）
北村　浩　（公益財団法人 政治経済研究所 主任研究員）
中川　博之（埼玉青年司法書士協議会 司法書士）
岩垣　穂大（早稲田大学大学院人間科学研究科 社会福祉士）
・質疑応答

◆交流広場内容
被災された方同士の交流広場として教室を開放しています。出入り自由です。
お菓子・お飲物、支援資料等をご用意しております。
お子様とひとやすみの休憩場所としても、参加者同士のおしゃべりの場所としても、避難ママ友づくりの場としてもご自由にご利用くださ
い。

◆入場料
無料

◆共催
・震災支援ネットワーク埼玉
・早稲田大学災害復興医療人類学研究所

◆お問い合わせ
震災支援ネットワーク埼玉
TEL 048-829-7400
メールでのお問合せはこちらをクリックして下さい

https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
http://431279.com/
http://431279.com/toiawase


2/16(金)臨時休業のお知らせ
 

2月16日（金）10:00～19:50
所員研修のため臨時休業とさせていただきます。
皆様方には大変ご迷惑をおかけ致しますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

 

注目の判例の記事が更新されました
ＮＨＫ受信料契約訴訟の結末に関する判例です。是非、ご一読下さい。

『ＮＨＫ受信契約訴訟の結末－最高裁判所判決・平成２９年１２月６日』

https://saitamasogo.jp/archives/71094
https://saitamasogo.jp/archives/71085
https://saitamasogo.jp/archives/71031

